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南
陽
市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、

柴
田
正
人
と
申
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
こ
の
度
の
市
長

選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援

と
力
強
い
ご
信
託
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

の
責
任
の
重
さ
を
深
く
受
け
止
め
、
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
、
新
し
い
南
陽
市

の
未
来
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
、「
地
域
は
人
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
に
掲
げ
、「
南
陽
市
の
未
来
に

挑
む
‼
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し

て
、
市
政
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
３
期
11
年
間
、
山
形
県
議

会
議
員
と
し
て
、
現
場
を
大
切
に
し
、

市
民
の
皆
様
の
声
は
も
ち
ろ
ん
、
声
な

き
声
や
小
さ
な
願
い
を
大
切
に
耳
を
傾

け
、
そ
れ
を
政
策
へ
反
映
す
る
こ
と
を

信
条
に
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
経
験
を
生
か
し
、
市
民
目
線
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
公
平
・
公
正
で
開
か

れ
た
市
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
、
南
陽
市
は
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
防
災
・

減
災
対
策
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
私
は
、
地
域
最

大
の
財
産
は
「
人
」
で
あ
り
、
人
の
力

こ
そ
が
地
域
の
未
来
を
切
り
拓
く
原
動

力
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
思
い
を
込
め
、「
地
域
の
宝
は

『
人
』
で
す
。」
を
政
策
の
柱
と
し
、
人

へ
の
投
資
を
最
優
先
に
、
若
者
が
夢
を

持
ち
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
活
性
化
に

挑
み
、
元
気
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
南
陽
市

の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
私
は
五
つ
の
重
点
政
策

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
一
に
、
人
の
知
恵
と
人
材
を
結
集

し
、
財
政
力
と
地
域
の
原
動
力
を
高
め

る
こ
と
で
す
。
国
・
県
と
の
連
携
強
化

や
人
材
交
流
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
、
新
た
な
財

源
確
保
、
行
財
政
改
革
を
進
め
、
持
続

可
能
な
財
政
基
盤
を
築
く
と
と
も
に
、

市
職
員
一
人
ひ
と
り
の
力
を
生
か
す
政

策
提
言
型
の
市
役
所
を
目
指
し
ま
す
。

　
第
二
に
、
産
業
人
へ
の
投
資
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
で
す
。
　
　
　
を

創
設
し
、
観
光
、
農
業
、
商
工
業
が
連

携
し
た
地
域
振
興
を
進
め
、
起
業
支
援

や
中
小
企
業
支
援
、
女
性
や
ア
ク
テ
ィ

ブ
シ
ニ
ア
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
、
地
域
に
活
力
と
雇
用
を
生

み
出
し
ま
す
。

　
第
三
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
心
地

　
第
五
に
、
未
来
を
担
う
人
材
育
成
で

す
。
教
育
環
境
の
充
実
、
知
・
徳
・
体

の
調
和
の
と
れ
た
教
育
、
郷
土
愛
を
育

む
体
験
学
習
、
多
世
代
交
流
や
国
際
交

流
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

な
ど
、
人
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
政
運
営
に
お
い
て
最
も
大
切
な
の

は
、
市
民
の
皆
様
の
声
と
対
話
で
す
。

地
域
へ
積
極
的
に
足
を
運
び
、
皆
様
の

声
を
丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
、
市
民
と
行

政
が
力
を
合
わ
せ
る
「
共
創
」
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
南
陽
市
に
は
、「
奇
跡
の
盆
地
、
置

賜
盆
地
」
の
よ
う
に
美
し
い
自
然
、
豊

か
な
農
業
、
歴
史
と
文
化
、
赤
湯
温
泉
、

そ
し
て
何
よ
り
温
か
い
人
々
と
い
う
誇

る
べ
き
財
産
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
魅
力

を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
次
の
世
代
へ

し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が

私
の
使
命
で
す
。

　
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
知
恵
を
出
し

よ
い
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
歩
い
て
楽
し

い
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
街
中
環
境
の
整

備
、　
　 

に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
公
共
交
通
の
充
実
、
防
災
力
の
強

化
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
連
携
な
ど
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
四
に
、
人
が
集
い
、
交
流
と
賑
わ

い
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
地

域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
た
観
光
振

興
や
道
の
駅
整
備
、
子
育
て
環
境
の
充

実
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
を

図
り
、「
ま
た
訪
れ
た
い
」「
住
み
続
け

た
い
」
と
思
え
る
南
陽
市
を
目
指
し
ま

す
。

　任期満了に伴う南陽市長選挙は、柴田正人氏が初当
選となりました。７月 14日㈫に市役所大会議室で当
選証書付与式が執り行われ、市選挙管理委員会の竹田
進委員長から当選証書が付与されました。任期は令和
８年７月 30日から４年間となります。

【柴田正人市長のご紹介】

退任された白岩孝夫前市長のご挨拶を 19ページに掲載しています。合わせてご覧ください。

柴
田 

正
人 

新
市
長

　
　
　
　
就
任
の
ご
挨
拶

歴代南陽市長（敬称略）
初代 佐藤 義一 昭和 42 年４月 28 日～昭和 50 年３月 29 日
２代 遠藤 東平 昭和 50 年４月 28 日～昭和 53 年３月 10 日
３代 須藤 直一郎 昭和 53 年４月 16 日～昭和 53 年６月 15 日
４代 新山 昌孝 昭和 53 年７月 30 日～昭和 61 年７月 29 日
５代 大竹 俊博 昭和 61 年７月 30 日～平成 10 年７月 29 日
６代 荒井 幸昭 平成 10 年７月 30 日～平成 18 年７月 29 日
７代 塩田 秀雄 平成 18 年７月 30 日～平成 26 年７月 29 日
８代 白岩 孝夫 平成 26 年７月 30 日～令和　８年７月 29 日

９代 柴田 正人 令和８年７月 30 日～

▷年齢 47 歳（昭和 54 年５月５日生まれ）
▷居住地 宮内地区
▷経歴 平成　７年　３月　南陽市立宮内中学校卒業

平成 10 年　３月　山形県立米沢興譲館高等学校卒業
平成 14 年　３月　大東文化大学法学部政治学科卒業
平成 15 年　４月　自由民主党本部就職
平成 24 年 12 月　衆議院議員 鈴木憲和 公設第一秘書
平成 27 年　４月　山形県議会議員（３期・11 年）

▷座右の銘 「為せば成る 為さねば成らぬ 何事も 成らぬは人の為さぬな
りけり」「敬天愛人」

▷趣味 野球、柔道（三段）、スキー、水泳、映画＆アニメ鑑賞 など
▷休日の過ごし方 家族との外出、買い物、サウナ など
▷好きな食べ物 お寿司、ラーメン、そば、みょうが など

合
い
、
力
を
合
わ
せ
、
行
政
と
民
間
と

市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、「
人
が
輝
き
、

地
域
が
輝
く
新
し
い
南
陽
市
の
風
景
」

を
み
ん
な
で
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
後
と
も
、
市
政
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
南
陽
市
長
　
柴
田
正
人
　
拝


